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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第28期 

第３四半期連結 
累計期間 

第29期 
第３四半期連結 

累計期間 
第28期 

会計期間 
自 平成28年３月21日 
至 平成28年12月20日 

自 平成29年３月21日 
至 平成29年12月20日 

自 平成28年３月21日 
至 平成29年３月20日 

売上高 （千円） 3,681,909 3,943,221 4,771,277 

経常利益 （千円） 631,006 567,483 528,305 

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益 
（千円） 443,017 358,460 330,535 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 434,362 359,707 335,020 

純資産額 （千円） 4,640,456 4,710,991 4,541,114 

総資産額 （千円） 5,923,703 6,077,649 5,783,613 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 
（円） 55.89 45.32 41.72 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） 55.59 45.06 41.49 

自己資本比率 （％） 78.3 77.5 78.5 

 

回次
第28期

第３四半期連結
会計期間

第29期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自 平成28年９月21日
至 平成28年12月20日

自 平成29年９月21日
至 平成29年12月20日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 28.57 17.77 

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、近隣諸国における地政学リスクはあるものの、個人消費や設備

投資の持ち直しの動きが継続し、緩やかな回復基調が続いております。

美容業界におきましては、顧客単価の下落、来店サイクルの長期化等、サロン※注１経営において厳しい環境が続

いており、当社商品を販売するアジュバンサロン※注２においても同様の影響がありました。 

このような状況のもと、当社グループは、営業方針を「年間販促計画の策定と実行」「カウンセリングの知識・技

術の習得」「アフターフォローの習慣化」「顧客分析の徹底と関係性の強化」として掲げ、サロンの安定した経営サ

ポートを目指すとともに、引き続き、商品の流通状況が把握できるトレーサビリティシステム等で、非正規流通取引

先※注３の取締りに取り組んでおります。 

売上高につきましては、平成28年６月１日付で、エクシードシステム株式会社を連結子会社としたこと及び、スキ

ンケア商品の新商品であるダイヤモンドジェイ（ＤＪ）シリーズが堅調に推移したことにより増加いたしました。な

お、アジュバンサロン登録軒数につきましては、当第３四半期連結会計期間末で6,811軒となりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は3,943百万円（前年同期比7.1％増）となりましたが、新卒採用

などによる人件費の増加や、物流費の値上げによる荷造運搬費の増加により利益面では、営業利益561百万円（前年

同期比10.1％減）、経常利益567百万円（前年同期比10.1％減）となりました。また、前年同期に子会社の税務上の

繰越欠損金が解消したことにより、親会社株主に帰属する四半期純利益は358百万円（前年同期比19.1％減）となり

ました。

 

区分別売上高は、売上割戻金を含めて次のとおりであります。

区分
前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 増減額 増減率

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） （％）

スキンケア 1,595 43.4 1,593 40.4 △2 △0.2

ヘアケア 1,823 49.5 1,774 45.0 △49 △2.7

カラー剤 35 1.0 30 0.8 △4 △13.4

その他 503 13.7 804 20.4 301 59.8

売上割戻金 △276 △7.6 △259 △6.6 17 －

合計 3,681 100.0 3,943 100.0 261 7.1

（注）１．エクシードシステム株式会社（連結子会社）、ADJUVANT HONG KONG COMPANY LIMITED（連結子会社）の売

上高は、「その他」に含んでおります。 

２．売上割戻金は、商品ごとではなく売上高の合計を基準として割戻率を設定しているため、区分ごとに配賦

せず合計額で表示しております。 

 

国内海外別売上高は、次のとおりであります。 

区分
前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 増減額 増減率

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） （％）

国内売上高 3,473 94.3 3,704 93.9 230 6.6

海外売上高 208 5.7 239 6.1 30 14.9

合計 3,681 100.0 3,943 100.0 261 7.1
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当社グループは、単一セグメントであるためセグメント別の記載はしておりませんが、区分別売上高の概要は以下

のとおりであります。 

 

（スキンケア） 

スキンケア商品の売上高は、新商品であるダイヤモンドジェイ（ＤＪ）シリーズの販売が堅調に推移いたしまし

たが、ＡＥシリーズが目標を下回る結果となりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,593百万円（前年同期比0.2％減）となりました。 

（ヘアケア） 

ヘアケア商品の売上高は、前期末に対応した非正規流通先の影響により前年同期を下回りました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,774百万円（前年同期比2.7％減）となりました。 

（カラー剤） 

カラー剤商品の売上高は、アジュバンサロンへの継続的なフォローが不十分であったこと等から、前年同期を下

回りました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は30百万円（前年同期比13.4％減）となりました。 

（その他） 

その他の区分には、前第２四半期連結累計期間よりエクシードシステム株式会社の売上高が含まれております。 

ＭＡＰシステム※注４におきましては、当第３四半期連結会計期間末における契約件数が245件（前期末比13件

減）となりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は804百万円（前年同期比59.8％増）となりました。 

 

※注１「サロン」 

理美容室・エステティックサロン・ネイルサロン・アイラッシュサロン・美容クリニック等を指しま

す。 

※注２「アジュバンサロン」 

初回に100千円以上の仕入を行い、当社グループが指導する商品の案内方法等を定めたアジュバンサロン

契約を締結したサロンを指します。なお、平成30年３月期よりＡ・Ｃ・Ｓ登録店を見直し、アジュバン

サロンとしております。 

※注３「非正規流通取引先」 

カウンセリングを行わずインターネット等による販売を行うアジュバンサロン、代理店を指します。 

※注４「ＭＡＰシステム」 

サロンの顧客管理、経営分析のために提供しているクラウド型経営サポートシステムを指します。 

 

（２）財政状態の分析 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して294百万円増加し6,077百万円となりまし

た。

流動資産は、前連結会計年度末と比較して213百万円減少し3,551百万円となりました。主な変動要因は、現金及び

預金の減少542百万円、受取手形及び売掛金の増加151百万円、有価証券の取得による増加100百万円によるものであ

ります。

固定資産は、前連結会計年度末と比較して507百万円増加し2,526百万円となりました。主な変動要因は、土地の取

得等による有形固定資産の増加120百万円、社債の購入等による投資有価証券の増加404百万円によるものでありま

す。

流動負債は、前連結会計年度末と比較して134百万円増加し862百万円となりました。主な変動要因は、買掛金の増

加87百万円によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末と比較して10百万円減少し504百万円となりました。主な変動要因は、長期借入金

の減少22百万円、役員退職慰労引当金の増加14百万円によるものであります。

 純資産は、前連結会計年度末と比較して169百万円増加し4,710百万円となりました。主な変動要因は、親会社株主

に帰属する四半期純利益による増加358百万円、配当金の支払による減少189百万円によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、114百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年12月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年１月26日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 7,959,600 7,959,600
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数100株

（注）

計 7,959,600 7,959,600 － －

（注）１．完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社の標準となる株式であります。 

２．「提出日現在発行数」欄には、平成30年１月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成29年９月21日～

平成29年12月20日
－ 7,959,600 － 757,176 － 717,107

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

 

- 6 -



（７）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月20日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成29年12月20日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   50,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  7,908,300 79,083 (注)

単元未満株式 普通株式    1,300 － －

発行済株式総数 7,959,600 － －

総株主の議決権 － 79,083 －

（注）完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社の標準となる株式であります。なお、１単元の株式数は、

100株であります。

 

②【自己株式等】

平成29年12月20日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計

（株）

発行済株式総数

に対する所有

株式数の割合

（％）

株式会社アジュバンコスメジャパン 

神戸市中央区

下山手通５丁

目５番５号

50,000 － 50,000 0.62

計 － 50,000 － 50,000 0.62

（注）当社は、会社法第163条の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づき、平成29年４月21日をもっ

て、当社子会社であるエクシードシステム株式会社が所有している当社株式50,000株（株式保有割合0.62％）の全

てを取得しております。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年９月21日から平

成29年12月20日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年３月21日から平成29年12月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月20日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月20日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,391,386 1,848,796 

受取手形及び売掛金 542,311 693,942 

有価証券 － 100,000 

商品及び製品 522,796 508,017 

原材料及び貯蔵品 22,906 41,720 

その他 296,652 364,482 

貸倒引当金 △11,397 △5,553 

流動資産合計 3,764,655 3,551,406 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 882,643 878,261 

その他 743,070 914,883 

減価償却累計額 △446,774 △493,267 

有形固定資産合計 1,178,940 1,299,877 

無形固定資産    

のれん 80,406 66,217 

その他 28,123 22,807 

無形固定資産合計 108,530 89,024 

投資その他の資産    

投資有価証券 477,827 881,844 

その他 264,306 264,681 

貸倒引当金 △10,646 △9,184 

投資その他の資産合計 731,487 1,137,340 

固定資産合計 2,018,957 2,526,242 

資産合計 5,783,613 6,077,649 

負債の部    

流動負債    

買掛金 174,280 261,597 

1年内返済予定の長期借入金 40,446 31,440 

未払法人税等 135,359 81,117 

賞与引当金 98,277 51,139 

その他 279,296 436,801 

流動負債合計 727,659 862,095 

固定負債    

長期借入金 64,935 42,540 

退職給付に係る負債 34,840 37,752 

役員退職慰労引当金 360,320 374,810 

資産除去債務 26,858 26,851 

その他 27,885 22,608 

固定負債合計 514,839 504,562 

負債合計 1,242,498 1,366,657 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月20日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月20日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 757,176 757,176 

資本剰余金 717,107 717,107 

利益剰余金 3,111,229 3,279,860 

自己株式 △45,550 △45,550 

株主資本合計 4,539,963 4,708,594 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △5,828 △772 

為替換算調整勘定 6,979 3,169 

その他の包括利益累計額合計 1,150 2,397 

純資産合計 4,541,114 4,710,991 

負債純資産合計 5,783,613 6,077,649 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年３月21日 

 至 平成28年12月20日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年３月21日 
 至 平成29年12月20日) 

売上高 3,681,909 3,943,221 

売上原価 1,332,398 1,447,862 

売上総利益 2,349,511 2,495,358 

販売費及び一般管理費 1,725,152 1,934,143 

営業利益 624,359 561,214 

営業外収益    

受取利息 2,135 1,860 

受取配当金 205 608 

受取家賃 684 1,403 

為替差益 347 － 

雑収入 3,898 4,971 

営業外収益合計 7,271 8,843 

営業外費用    

支払利息 616 394 

為替差損 － 2,087 

雑損失 8 93 

営業外費用合計 624 2,575 

経常利益 631,006 567,483 

特別利益    

投資有価証券売却益 22 3,885 

段階取得に係る差益 27,442 － 

特別利益合計 27,465 3,885 

特別損失    

固定資産除却損 － 2,325 

特別損失合計 － 2,325 

税金等調整前四半期純利益 658,471 569,043 

法人税、住民税及び事業税 209,675 186,732 

法人税等調整額 5,778 23,849 

法人税等合計 215,453 210,582 

四半期純利益 443,017 358,460 

親会社株主に帰属する四半期純利益 443,017 358,460 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年３月21日 

 至 平成28年12月20日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年３月21日 
 至 平成29年12月20日) 

四半期純利益 443,017 358,460 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 11,246 5,055 

為替換算調整勘定 △19,901 △3,809 

その他の包括利益合計 △8,655 1,246 

四半期包括利益 434,362 359,707 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 434,362 359,707 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成28年３月21日
至  平成28年12月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成29年３月21日
至  平成29年12月20日）

減価償却費 57,906千円 58,136千円

のれんの償却額 9,459千円 14,189千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年３月21日 至 平成28年12月20日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月16日 

定時株主総会
普通株式 191,030 24 平成28年３月20日 平成28年６月17日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、連結子会社が所有する自己株式（当社株式）にかかる配当金が1,200千円含まれており

ます。 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの 

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年３月21日 至 平成29年12月20日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月15日

定時株主総会
普通株式 191,030 24 平成29年３月20日 平成29年６月16日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、連結子会社が所有する自己株式（当社株式）にかかる配当金が1,200千円含まれており

ます。 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの 

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 平成28年３月21日 至 平成28年12月20日）

当社グループは、アジュバン化粧品の商品企画、研究開発、販売及びこれに附帯するサービス業務を営む単一

セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成29年３月21日 至 平成29年12月20日）

当社グループは、アジュバン化粧品の商品企画、研究開発、販売及びこれに附帯するサービス業務を営む単一

セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年３月21日
至 平成28年12月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年３月21日
至 平成29年12月20日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 55.89円 45.32円

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 443,017 358,460

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
443,017 358,460

普通株式の期中平均株式数（株） 7,926,145 7,909,600

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 55.59円 45.06円

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 43,107 46,225

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

 

－

 

 

－

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年１月26日

株式会社アジュバンコスメジャパン 

取締役会 御中 

 

新日本有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 西野 尚弥  印 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 小林 雅史  印 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アジュ

バンコスメジャパンの平成29年３月21日から平成30年３月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年

９月21日から平成29年12月20日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年３月21日から平成29年12月20日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。 

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

 

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

 
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アジュバンコスメジャパン及び連結子会社の平成29年12月20
日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事
項がすべての重要な点において認められなかった。 

 

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

 

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

 



【表紙】
 

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成30年１月26日

【会社名】 株式会社アジュバンコスメジャパン

【英訳名】 ＡＤＪＵＶＡＮＴ ＣＯＳＭＥ ＪＡＰＡＮ ＣＯ．，ＬＴＤ．

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  松井 健二

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 神戸市中央区下山手通五丁目５番５号

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

 



１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

 当社代表取締役社長松井健二は、当社の第29期第３四半期（自 平成29年９月21日 至 平成29年12月20日）の四

半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。

 

２【特記事項】

 特記すべき事項はありません。

 


